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１．ログインする 
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インターライ方式ケアアセスメントをご利用いただき、誠にありがとうございます。 

介護現場で広く用いられてきたＭＤＳ方式が、この度インターライ方式に刷新されました。 

 

 

インターライ方式の主な特徴 

・事業所別、職種間でのアセスメントの共有に適している 

・根拠に基づいたケアプラン作成が可能 

・アセスメント方式が「居宅版」「施設版」「高齢者住宅版」の３つが整備されている 

 

 

アセスメントの入力は、３つの版によってそれぞれ必要な項目が異なります。 

このアセスメント入力をシステム上で行うで事業所内で情報管理・共有が行え、業務の効率化につながります。 

 

はじめてシステムをご利用される方は、是非このマニュアルをご活用ください。 

はじめに 
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はじめに 

このシステムでできること 

・ケアプラン作成の根拠となる課題分析 

 →インターライ方式によるCAP（２７領域）の抽出 

   →分析内容に基づくサービス計画書の作成 

・利用者の機能状態を可視化する指標の算出 
– 日常生活自立段階: ADL-H (Activities of daily Living Self-

Performance Hierarchy Scale) 

– 認知機能尺度: CPS (Cognitive Performance Scale) 

– うつ評価尺度: DRS (Depression Rating Scale) 

– 痛み尺度: PS (Pain Score) 

システム全体の流れ 
1.ログイン → 2.利用者情報の登録→3.アセスメント情報の入
力 → 4.課題検討（CAP検討）→ 5. 計画書の作成 →  6. 帳票
とアセスメント表の印刷 → 7.初回以降のアセスメント 
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①ショートカットをクリックして下記画面を表示 

②ソフトベンダーから配布された 
利用者IDとパスワードを入力して 
「ログイン」をクリック 

ログイン画面 
が表示される 

１．ログインする 
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①「利用者一覧・
アセスメント」をク
リックする 

②「新規利用者作成」
をクリックする 

利用者一覧 
が開く 

  ① 新規利用者の登録を開始する 

新規利用者の基本情報を
入力し、利用者の登録を行
います 

２. 利用者情報を登録する 
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インターライ日本 



利用者の情報を入力する 
※【必須】には入力しないと先に進めません 

連携番号 
ソフトベンダーの 
システムとクラウド 
サービス内の情報を 
つなぐための番号 

２. 利用者情報を登録する 
  ② 利用者の情報を入力する 
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①入力が終わったら
「保存する」をクリック
して保存(画面は変
わりません) 

②保存したら、
「利用者一覧に
戻る」をクリック 

２. 利用者情報を登録する 
  ③ 利用者の情報を保存する 
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青山 タキ 



「アセスメント」を
クリックしてアセ
スメント入力を開
始する 

利用者情報を変更したい場合は 
「編集」をクリック→P9の画面へ 

２. 利用者情報を登録する 
  ④ アセスメント入力を開始する 

10 

計画書を作成・編集したい場合 
「計画書」をクリック→P34へ 

 

青山タキ 
アオヤマタキ 

菊村サワ 
キクムラサワ 

安岡信郎 
ヤスオカノブオ 

山口一郎 
ヤマグチイチロウ 

利用者情報が登録
されました 

印田 来 
インタライ 



「アセスメント新規作成」
をクリック 

新規アセスメントを作成し、 
アセスメント内容を入力します 

３. アセスメントを入力する 
  ① 新規アセスメントを開始する 
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インターライ日本 

青山 タキ 様 



①入力する版を選ぶ 

②基準日を入力(必須) 
基準日とは： 

利用者のアセスメントに関わる全スタッフにとっ
ての共通の観察期間の開始日。半角のみ。 
例）2014年9月7日の場合 
  半角で「2014/09/07」と入力(0は省略不可) 

③「アセスメントを作
成する」をクリック 

３. アセスメントを入力する 
  ① 新規アセスメントを開始する 
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インターライ日本 

青山 タキ 様  



セクション名
をクリックして
アセスメント
入力開始 

３. アセスメントを入力する 
  ② アセスメント表を開く 
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青山 タキ 様  



テキストとクリックで入力する 

各項目がどの版で 
該当するかが示されている 

３. アセスメントを入力する 
  ③ アセスメント入力を行う 
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マニュアルが読みたいときは、 
項目番号をクリックする 

別ウインドウでマニュアルが読める 

３. アセスメントを入力する 
  ④ マニュアルを読む 
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メモを取りたいときは 
「memo」をクリックする 

メモ欄が開いて入力できる 

３. アセスメントを入力する 
  ⑤ メモをとる 
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メモを入力し、「確定」をクリックする 

※セクションAの全てのメモ

がここにコピーされるので、
どの項目のメモかわかるよ
うに、項目名も入力しておく 

内容がページ一番下の欄にコピーされる 

３. アセスメントを入力する 
  ⑤ メモをとる 
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居宅版を選んだ場合でも、施
設版のアセスメント表にしか
含まれていない項目を入力す
ることができます 

「B8」は施設版のみの

項目のため、居宅版を
選んだ場合選択肢は
隠れている 

「入力欄を開く」をクリックすると 
選択肢が表示され、入力できる 

３. アセスメントを入力する 
  ⑥ 違う版の項目を入力する 
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セクションの入力がすべて終わったら、 
ページ下部の「次へ」をクリックして 
次のセクションに移動する。 

※「次へ」をクリックすると、このセクショ
ンで入力した内容は自動的に一時保存
されます 

３. アセスメントを入力する 
  ⑦ 次のセクションへ移動 
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ページ上部のアルファベットをクリックして 
セクションに移動することも可能 

３. アセスメントを入力する 
  ⑦ 次のセクションへ移動 
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①アセスメントの入力がすべて終わったら、 
「保存する」をクリックして内容を一時保存する 

②「総」をクリックして
CAPサマリー表へ移
動する 

３. アセスメントを入力する 
  ⑧ アセスメントを終了して確定保存する 
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アセスメントの入力がすべて終わったら、 
「確定保存する」をクリックして内容を保存する 
(確定保存をクリックするまでは一時保存状態です。） 

３. アセスメントを入力する 
  ⑧ アセスメントを終了して確定保存する 
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３. アセスメントを入力する 
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確定保存されるとチェックボックスと「一時保存」の表示が消える 

  ⑧ アセスメントを終了して確定保存する 

青山 タキ 様 



４. 課題検討を行う 
  ① 尺度で利用者の状態を確認する 
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入力が完了すると、「アセスメント総合」画面で 
「尺度(Scales)」の得点が表示されます 

うつ評価尺度(DRS)：うつの評価を気分に関する7つのアセスメント項目から算
出する指標。3点以上の場合、うつに関する問題を抱えている可能性がある。 

認知機能尺度(CPS)：認知機能の評価を行う7段階の指標。MMSEの平均得点
と高い相関がある。 

日常生活自立段階(ADL-H)：ADLの機能障害のプロセスをもとに設定された7段

階の尺度。この段階が変化した場合、利用者に有意な状況変化（改善・悪化）
が起こったと解釈できる 

痛み評価尺度(PAIN)：痛みの程度と頻度をもとに算出 

尺度名をクリックす
ると尺度の計算方法
などが読める 

 

青山 タキ 



４. 課題検討を行う 
  ② CAP検討を行う 
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「CAP検討」をクリック 

※「CAPサマリー表」は、6月1日以前に入力された 
 データがある場合のみ表示されます。 
 クリックするとCAPサマリー表が表示されます。 

 

青山 タキ 



４. 課題検討を行う 

トリガーされた 
CAPが表示される 

  ② CAP検討を行う 
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４. 課題検討を行う 

グループの名前を入力 
検討したいCAPにチェックをつける 
（1つだけでも可） 

「選択CAPでグループ作成」 
をクリック 

  ② CAP検討を行う 
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４. 課題検討を行う 

「検討」をクリックして検討を開始する 

グループを削除したい場合は 
チェックを入れて「選択グループ削除」をクリック 
保存したい場合は「保存」をクリック 

「順序」に入れた数字の順に2表に表示される 

  ② CAP検討を行う 

28  



４. 課題検討を行う 

29 

CAPの全トリ

ガー項目と入
力された数値
が表示される 

緑枠内の入力欄が追加される 

青枠内の入力欄が
追加される 

  ② CAP検討を行う 

 



４. 課題検討を行う 

30 

入力が終わったら、「保存する」をクリックして保存し、 
「CAP検討グループ一覧へ」をクリックして戻る 

  ② CAP検討を行う 

 

青山 タキ 



５. サービス計画書を作成する 
  ① 検討内容を計画書様式に送信する 
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計画書表に送りたい検討グ
ループにチェックを入れる 

「計画書に送信」をクリックする 

※検討用紙を印刷したい場合は 
  「CAP検討印刷」をクリックして 
  エクセルファイルをダウンロードする 

 



５. サービス計画書を作成する 

32 

入力欄をクリックすると編集できる 

• 「保存する」をクリックする
と変更が保存される 

• 「複製する」をクリックする
とコピーが作成される 

• 「削除する」をクリックする
と計画書が削除される 

  ② 計画書2表を編集 

 

インターライ 



５. サービス計画書を作成する 

33 

入力欄をクリックすると編集できる 
前ページの「保存する」「複
製する」「削除する」をクリッ
クすると、計画書１・２表の両
方に操作が適用されます 

  ③ 計画書1表を編集 
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５. サービス計画書を作成する 
  ④ 計画書1表を印刷する 

P32の画面で「計画書1表を印刷する」をクリックするとエクセルファイルがダウンロードされる 
・「保存する」を選択してコンピューター内に保存する 
・保存されたファイルを開く 

エクセルの印刷機能を使って印刷する 

注意：エクセルファイルの内容を変更しても、 
クラウド上には反映されません。 
内容を変更する場合はP32の画面で行ってください 
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５. サービス計画書を作成する 
  ⑤ 計画書2表を印刷する 

P32の画面で「計画書2表を印刷する」をクリックするとエクセルファイルがダウンロードされる 
・「保存する」を選択してコンピューター内に保存する 
・保存されたファイルを開く 

エクセルの印刷機能を使って印刷する 

注意：エクセルファイルの内容を変更しても、 
クラウド上には反映されません。 
内容を変更する場合はP32の画面で行ってください 
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５. サービス計画書を作成する 
  ⑥ 計画書3表を印刷する 

P32の画面で「計画書3表を印刷する」をクリックするとエクセルファイルがダウンロードされる 
・「保存する」を選択してコンピューター内に保存する 
・保存されたファイルを開く 

エクセルの印刷機能を使って印刷する 

注意：計画書3表はエクセルファイルのみの空表です。 
入力した内容はクラウドには保存されません。 
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５. サービス計画書を作成する 
  ⑦ 計画書2表の履歴を管理する 

P32の「サービス計画書」画面で「一覧に戻る」をクリックするか、 
P10の「利用者一覧」画面で「計画書」をクリックすると 
計画書一覧画面に移動する 

編集をクリックするとサービス計画書画面に移動し、 
計画書の内容を編集できる 

 

青山 タキ 様 



６. 入力内容を印刷する 
  ① アセスメント表をダウンロードする 
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「アセスメント表を印刷する」をクリックする
とエクセルファイルのダウンロードが開始
される 

 

※「開く」ではなく「保存する」でコンピューターに保存してください 

青山 タキ 様 



６. 入力内容を印刷する 
  ② アセスメント表を印刷する 

保存したエクセルファイルを開き、 
エクセルの印刷機能を使って印刷する 
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７. 初回以降のアセスメント 
  ① 利用者を検索する 

「ログイン」 
→「利用者一覧・アセ
スメント」 

と進んで利用者一覧
の画面を出す 

特定の利用者を呼び出したい場合、 
氏名、事業所番号、事業所名、被保険者番号 
で検索できる 

①検索したい情報を入れる 

②「一覧を表示する」を 
クリックする 

③条件に該当する利用者のみが表示される 



アセスメントしたい利用者の
「アセスメント」をクリックする 

７. 初回以降のアセスメント 
  ② 利用者を選択する 
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前回のアセスメントの列で 
「コピー」をクリックする 

７. 初回以降のアセスメント 
  ③ アセスメントをコピーする 
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青山 タキ 様 



①入力する版を選ぶ 

③「アセスメントを複
製する」をクリック 

②基準日を入力 
（必須、半角のみ） 

※クリックすると「アセスメン
ト総合」画面が現れコピー
が作成されますので、入力
を進めてください 
※ただし、CAP検討の内容

はコピーされませんのでご
注意ください 

７. 初回以降のアセスメント 
  ③ アセスメントをコピーする 
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